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　緑ケ丘区で買い物ツアーの取り組みが３月３日から
開始されました。緑ケ丘はシティモールに近い好立地
ですが、お年寄りの中には歩いて買物に行くことが難
しい方もいらっしゃることからこの事業を開始するこ
とになりました。

緑ケ丘で買い物ツアー開始！

令和4年令和4年
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令和４年度  事業計画及び収支予算が承認されました
　３月に理事会・評議員会が開催され、令和４年度事業計画及び収支予算が承認されましたので、
皆様にご報告します。令和４年度は社協では「誰もが共にささえあい　自分らしく　安心して
生活できる　豊かな地域社会の実現」を目指し、地域福祉の充実を図ります。

※事業計画、収支予算の詳細については荒尾市社会福祉協議会ホームページにて公開していますので、
そちらもご覧ください。

【主な基本方針】　● コロナ禍における地域を支える仕組みづくり
　　　　　　　　● 相談部門の設置の検討
　　　　　　　　● 成年後見制度の理解促進
　　　　　　　　● 介護人材の確保と職員の技術向上

令和4年度 赤い羽根共同募金助成団体が決定しました
　荒尾市共同募金委員会では令和３年度に集められた募金を原資として、地域で安心して暮ら
せる福祉のまちづくりを推進するため下記団体の福祉活動に対し助成を決定しました。

団体名（事業名）

合　　　計

助成決定額
５９，０００円
３４，０００円
５０，０００円
３６，０００円
２２５，０００円
１８，０００円
４５，０００円
３６，０００円
５４０，０００円
５０，０００円
４５，０００円

１，３５０，０００円
１６０，０００円
５１０，０００円
７４６，８０１円
６０，０００円
３００，０００円
６２０，０００円
１４４，０００円
１３０，０００円

５，１５８，８０１円

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス事業等収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

勘定科目 金額

合　計

1,155,000
5,040,000
46,554,000
73,136,000
2,500,000
23,638,000
41,154,000
115,685,000

334,000
2,226,000
55,000

1,067,000
312,544,000

【収入の部】

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
積立資産支出
事業区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出

233,895,000
33,415,000
21,684,000
2,500,000
4,021,000
8,321,000
1,533,000
55,000

1,067,000
7,993,000

314,484,000

勘定科目 金額

合　計

【支出の部】（単位：円） （単位：円）

R4年度予算

報　告

お知らせ

荒尾市子ども会連合会（親子野外指導者研修）
社会を明るくする運動荒尾市推進委員会（荒尾市社会を明るくする運動）
荒尾市青少年育成市民会議（会報誌発行）
荒尾地区保護司会（荒尾地区更生保護だより発行）
荒尾市老人クラブ連合会（健老だより発刊他）
荒尾市更生保護女性会（研修会）
若竹会（子育てフォーラム他）
荒尾市遺族会連合会（総会）
荒尾市民生委員児童委員協議会連合会（民生委員研修・啓発）
荒尾市ボランティア連絡協議会（ボランティア研修）
荒尾市行政協力会（会員連携事業）
荒尾市社会福祉協議会（福祉委員設置事業）
荒尾市社会福祉協議会（ボランティア養成講座）
荒尾市社会福祉協議会（ボランティア団体の支援）
荒尾市社会福祉協議会（社協だよりの発行）
荒尾市社会福祉協議会（心配ごと相談）
荒尾市社会福祉協議会（子ども子育てサロン助成）
荒尾市社会福祉協議会（歳末たすけあい事業）
荒尾市社会福祉協議会（訪問美容事業）
荒尾市社会福祉協議会（地区協議会地域福祉部会助成）
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〇開講式　　令和４年５月９日（月）
　　　　　　午前10時～
〇実施日　　５月～11月　第２、第４月曜日
〇場　所　　荒尾市ふれあい福祉センター
　　　　　　荒尾市川登1777-12
〇受講資格　荒尾市在住の方
〇内　容　　広報紙や新聞等を朗読してCDに録音し、視覚

障がい者の方に郵送するボランティアを養成
する講座

　　　　　　※詳しい養成講座の内容は開講式で説明を行
います。

〇受講料　　無料
〇申し込み　荒尾市社会福祉協議会までお電話ください。
　　　　　　☎６６―２９９３

〇開講式　　令和４年５月12日（木）
　　　　　　午後１時～
〇実施日　　５月～12月　毎週木曜
〇場　所　　荒尾市総合福祉センター
　　　　　　荒尾市下井手193-1
〇受講資格　荒尾市在住の方
〇内　容　　視覚障がい者の方のためにパソコンを利用し

て新聞や書籍の点訳をするボランティアを養
成する講座

〇受講料　　テキスト代1,520円
〇その他　　講座の中盤からパソコンを使っての講義とな

りますので、パソコンと点訳ソフトを各自で
準備していただくことになります。

〇申し込み　荒尾市社会福祉協議会までお電話ください。
　　　　　　☎６６―２９９３

令和４年度も次のとおりボランティア養成講座を開催します。多くの方の受講をお待ちしております。

朗読ボランティア養成講座 点字ボランティア養成講座

まだ間に合います！

　３月１日にフレイル予防サポーター養成講座を実施しま
した。この講座は地域で介護予防の重要性を啓発すること
ができる人材を養成するために開催しています。「株式会
社　ともいきLabo」の北尾氏を講師にお迎えし、フレイル
予防を実現するための３つの柱である「身体活動」「栄
養」「社会参加」についての講話を行いました。「フレイ
ル状態にならないた
めには日頃のお付き
合いが特に重要な役
割を果たすため、地
域の活動にはぜひ参
加をしてほしい」と
いうことを講話の中
で話されました。

　ささえあい活動交流会を３月24日、25日の両日で開催し
ました。新型コロナウイルスの影響により、今年度も一堂
に会しての交流会を開催することができず、４回に分けて
のミニ交流会となりました。コロナ禍の影響によりささえ
あい活動の実施を控える地区が多く、継続が困難になるこ
とが心配されることから、本交流会ではささえあい活動を
継続するための工夫
や活動を支援する人
材の紹介などを行
い、地域の活動が継
続できるような内容
で開催しました。

　事務お助け隊ボランティアフォローアップ講座を３月４
日に開催しました。近年、ささえあい活動実行委員の高齢
化と人材不足による活動の継続について相談される区が増
加してきたため、地域活動にかかる事務作業を支援するボ
ランティアを令和２年度に養成していました。その中から
活動に協力可能なボランティアに対しフォローアップの講
座を実施しました。
講座ではこれからの
活動の進め方やエク
セルで作成した実際
のささえあい活動の
現金出納帳や決算
書、予算書を入力し
ながら地域の事務作
業を体験してみまし
た。

▲グラウンドゴルフで交流を図りま
した

▲新しい遊具の体験会も行いました

▲介護予防の大切さを学びました

　貯筋体操交流会を３月16日と17日の両日で開催しまし
た。令和３年度は２回の開催を予定していましたが、新型
コロナウイルスの影響により１回目の交流会を中止し、令
和３年度初めての交流会となりました。今回はコロナウイ
ルスの感染拡大防止として、密を避けるために屋外でグラ
ウンドゴルフ大会を
催しました。当日は
両日とも50名を超え
る参加者が集まり、
楽しい交流のひと時
を過ごしました。

令和４年度ボランティア養成講座開講
募　集

貯筋体操交流会　 フレイル予防サポーター
養成講座開催

報　告

事務お助け隊ボランティア
フォローアップ講座開催

報　告

報　告

ささえあい活動交流会報　告

▲地域活動にかかる事務作業を体験
しました
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寄 付 者 名 続柄 物故者名 年齢 住所（行政区）

本　村　直　幸 亡父 本村　輝明 89 境崎西

佐　内　秀　男 亡父 佐内　和昭 85 緑ケ丘五丁目

中　川　敏　子 亡妹 中川　敦子 63 牛水中

松　尾　澄　子 亡母 松尾　綾子 93 八幡台一丁目

坂　田　尚　子 亡夫 坂田　光輝 85 緑ケ丘三丁目

多田隈　スミヱ 亡夫 多田隈　鴻 87 大平町一丁目

松　本　伸一郎 亡父 松本　欣一 98 山鹿市

姉　川　愛　子 亡夫 姉川　良男 93 境崎東

井　手　義　盛 亡母 井手　ミユキ 100 牛水中

伊　藤　綾　子 亡夫 伊藤　武光 77 市屋

田　中　由　美 亡母 田中　早苗 85 桜山町二丁目

山　本　好　雄 亡母 山本　ミヨシ 105 長崎市

境　　　明　彦 亡母 境　ユキエ 93 新生

林　　　　　勆 亡妻 林 　 初 音 87 大正町二丁目

田　端　雪　子 亡夫 田 端 　 清 64 中増永

松　村　靜　子 亡夫 松村　秀文 72 大平町三丁目

龍　　　てるみ 亡父 土井　照喜 87 陣屋敷

寄 付 者 名 続柄 物故者名 年齢 住所（行政区）

堀　川　浩　子 亡夫 堀川　智昭 81 桜山町三丁目

鶴　　　ミエ子 亡夫 鶴 　 辰 美 92 大和

猿　渡　隆　子 亡夫 猿渡　欣一 90 宮内出目東

国　武　　　勉 亡叔母 西川　シヅマ 102 深瀬

牛　島　久　恵 亡父 髙瀬　為利 93 岱洋中

菰　田　　孝行 亡母 菰田　ハツエ 98 水島

中　村　ミチヱ 亡子 中村　行男 73 下赤田

松　岡　成　剛 亡母 松岡　八千代 98 深瀬

阿　部　佐得子 亡子 阿部　益大 51 桜山町四丁目

田　中　　　豊 亡母 田中　カツ子 93 川北

田　島　哲　也 亡母 田島　君子 87 中央東

岩　崎　順　子 亡母 池田　サツキ 88 岱洋西

古　城　照　久 亡母 古城　久子 93 大正町二丁目

中　村　律　子 亡夫 中 村 　 明 83 蔵満

木　村　雅　彦 亡父 木村　秀光 89 松葉

谷　口　辰　也 亡父 谷 口 　 學 89 向一部

寄 付 者 名 続柄 物故者名 年齢 住所（行政区）

上　田　久　子 亡子 上田　浩一 50 大正町一丁目

福　田　博　幸 亡母 福田　秀子 90 樺下

倉　岡　由　佳 亡父 松本　光弘 68 玉名郡南関町

宮　川　喜　吉 亡母 宮川　艶子 87 上小路

寺　本　初　子 亡母 寺本　光子 92 打越

楠　原　とも子 亡伯母 山﨑　結子 86 深瀬丘

この社協だよりは、赤い羽根共同募金により発行しています。　

　次の方からフードバンク事業に食料を寄付いただき
ました。皆様の善意に厚くお礼申し上げます。

※社協では引き続きご家庭で不要となった食品の寄付
をお願いしています。詳しくは社協までご一報くだ
さい。

お問合せ　荒尾市社会福祉協議会
　　　　　☎６６―２９９３

　次の方から社会福祉事業に役立ててほしいと心温ま
るご寄付をいただきました。皆様の善意に厚くお礼申
し上げます。

【一般寄附】
　匿名　１名

カーブス　イオンタウン荒尾　様
山本光男　様
匿名　８名

▲カーブスイオンタウン荒尾で集められた
食品をご寄付いただきました

香典返し寄付のお礼
　次のとおり、金一封を社会福祉事業にお寄せいただきました。厚くお礼
申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りします。（受付順・敬称略）
※香典返し寄付は、荒尾市社会福祉協議会と荒尾市福祉課にて受付けています。

２月分 ３月分

３月分

フードバンク事業に
寄付いただきました

お　礼

一般寄付のお礼お　礼


